
3●新聞を定期購読されていないご家庭に、本紙を無料でお届けします。ご希望の方は、 せたがやコール（☎03-5432-3333 FAX 03-5432-3100）へお申し込みください。

世田谷区新型コロナワクチンコール☎0120-136-652（午前8時30分～午後5時30分（土・日曜、祝・休日を含む））

　区では、福祉やみどり保全、スポーツ等様々な取組みにふるさと納税（寄附）を募っています。
　区民の方が区にふるさと納税をした場合も、税金の控除対象となります。※制度上、返礼品はお贈りできません。あらかじめご了承ください。

●児童養護施設退所者等奨学・自立支援基金～児童養護施設等を巣立つ若者の自立のために
　児童養護施設や里親等のもとを巣立った若者の自立支援に
取り組んでいます。いただいた寄附金は、奨学金の給付、就
職に役立つ資格等の取得費用の給付及びアパート等で一人暮
らしをする退所者等への家賃の一部の給付に活用し、若者の
安定した自立のための支援に役立てています。

●子ども基金～子ども・若者や子育て支援のために
　子どもたちがのびのびと育ち、だれもが安心して子育ての喜びを実感できる環境づくり
を進めています。いただいた寄附金は、子どもの学びや多様な活動を支える取組み、子育
て家庭を支える取組みを行う団体への助成に活用し、地域で子ども・子育てを支える社会
づくりに役立てています。

●医療的ケア児の笑顔を支える基金～医療的ケア児とその家族のために
　医療的ケア児を育てている保護者は、家事や仕事のほか、介護や医療的ケア等で忙しい日々を過ごしています。一方で、
保護者が医療的ケア児にかかりきりになることで、きょうだいが寂しい気持ちを抱えていることや、災害時の地域との
協力関係を築きにくい等の課題を抱えていることがあります。
　いただいた寄附金は、こうした家族をイベントへ招待したり、災害時の地域とのつながりを築いたりする取組みの支
援に活用しています。

●本庁舎等整備プロジェクト
　～新しい世田谷区役所・区民会館等の整備のために
　築後60年以上が経過した区役所本庁舎及び区民会館
を改築、改修しています。いただいた寄附金は、様々
な立場の人が快適で使いやすい施設とするための整備
費用や区民の参加と協働・
交流を推進するスペース
の拡充、大沢昌助氏のレ
リーフの再生費用等、本
庁舎等整備のために幅広
く活用します。

年内のふるさと納税（寄附）はお早めに
　12月31日までの寄附であることを区が確認したものが5年中の寄附となり、5年分の所得税や6年度の住民税の控除対象となります。金融機関の営
業日等をご確認いただき、お早めにお申し込みください。
　寄附の申込は、寄附ポータルサイト（ふるさとチョイス、さとふる）、 オンライン手続きまたは郵送で行えます。年末は申込の集中が予想される
ため、郵送の場合、申込書類のお届けに日数を要する場合があります。

　ふるさと納税をご検討中の方へ　ふるさと納税をご検討中の方へ

Pick Up

問 経営改革・官民連携担当課 ☎5432-2190 FAX5432-3047 区HP 162650

▲児童養護施設の子どもたちの様子

建設中の区役所本庁舎と区民会館▶

医療的ケア児ときょうだい▶

問 政策企画課 ☎5432-2033 FAX5432-3047 区HP 206704

　これまでの総合教育会議の議論を踏まえ、区の教育の基本的な枠組みとなる「世田谷区教育大綱」を策定しました。
備 区HP 204982 から区の教育の振興のための施策に関する基本的な計画となる「世田谷区教育振興基本計画（素案）」もご覧になれます。
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世田谷区教育大綱を策定しました

●あて先は各記事の申込先（住所の記載がないものは、　〒154-8504 世田谷4-21-27 世田谷区役所へ）
　往復ハガキの場合は、返信用にも住所・氏名を記入
●連記・重複申込不可　●特に条件のある場合は明記します

ハガキ・ファクシミリ等の記入例
①行事名（コース）など
②住所　③氏名（ふりがな）
④年齢　⑤電話またはFAX番号
⑥「保育可」の催しで保育希望の
場合は、その旨と子どもの氏名・
ふりがな・年齢

区役所 〒154-8504 世田谷4-21-27
HP https://www.city.setagaya.lg.jp/ 

令和5年（2023年）12月1日


